
https://k7v4z07b7on1.blog.fc2.com/ 

 

シジュウカラ 

 

 

うそをつくのをやめた鳥たち 
  校長 中野 誠  

     
 寒さの中にも、子どもたちの元気な声が校庭に響く季節となりました。保護者・地域の皆様には

ご健勝のことと存じます。 

 さて、数年前にシジュウカラを研究する動物学者が「鳥がうそをつく」という学説を発表しまし

た。鳥が目（もく）や科を超えて会話ができることは有名ですが、さらに「鷹が来たぞ」とうそを

ついて周りの鳥たちを四散させ、餌を独り占めするということです。学者の「これは進化だ」とい

う主張に衝撃を受けたのを覚えています。しかし、先日発表された説は一転「鳥がうそをつくのを

やめた」というものでした。うそつきから突然正直者に？鳥が自分の悪事を反省し、悔い改めたの

でしょうか。 

 先日 4 年生の道徳の授業を参観しました。題材は、拾った福引券を使ってお母さんへのプレゼン

トを当ててしまった主人公が葛藤の末、正直に拾ったことを申し出て、当選を辞退するという物語

です。本校の子どもたちは正直に申し出た主人公に共感し、「うそをつくと嫌な気持ちになる」「正

直に言えば気持ちが楽になる」「大好きなお母さんを悲しませる」という意見が出ていました。私は

自分の良心に照らして考えることができる子どもたちに大変感心しました。 

鳥がなぜ「うそをつくのやめた」のか。学説を読むと、人間のように心の葛藤や良心の呵責にさ

いなまれた結果ではありませんでした。うそをついて餌を独り占めすると天敵からピンポイントで

狙われ、捕食される確率が何倍にも跳ね上がるということです。うそをつくより「餌があるぞ、集

まれ」と正直に情報を共有し、仲間と共に生きることこそが、自分を守るためになるということで

す。 

鳥は「命」を守るためにうそをやめ、子どもたちは「心」と「信頼」を守るために正直であろうと

します。鳥が本能で正直さを選ぶのに対し、わずか１０歳の子が自らの意志と良心で誠実さを選ぶ

姿に、人間ならではの尊さを感じました。そして子どもたちの真っすぐな思いを、何よりも大切に

守り育てていかなければならないと強く感じました。 

これからも、保護者・地域の皆様と歩みを揃え、子どもたちの清らかな心が真っすぐに伸びてい

けるよう力を合わせ、鳥に負けない本当の進化を目指してまいりたいと存じます。皆様の変わらぬ

ご支援をお願いいたします。 
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2月下校時刻予定表

1 日

2 月

3 火
授業参観・懇談会

4 水
千教研船橋支会２月研修

5 木
特別教室月曜日課⑤
８くみ授業参観・懇談会（８くみ５時間）

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水
建国記念の日

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月
６年生を送る会リハーサル

スクールガ－ド連絡協議会

17 火
６年生を送る会

学校運営協議会

18 水
委員会⑩

19 木
４校時日課【６年】

20 金
創立記念日：創立記念集会

４校時日課【６年】

21 土
定期演奏会リハーサル
地域学校協働活動（敷地内環境整備）

22 日
定期演奏会

23 月
天皇誕生日

24 火
４校時日課【全学年】

25 水
４校時日課【全学年】

26 木
４校時日課【全学年】

27 金
４校時日課【１～５年】

28 土

○下校時刻等は変更になる場合がありますので、ご了承
ください。
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